
３-４ ストリングスの
エクスプレッション
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③エクスプレッション

音の抑揚をコントロールするパラメータ。ベロシティとは違い、打鍵時のみならず

発音中も断続的に音量をコントロールできるのが特徴。クレッシェンドやデクレッ

シェンドなど、発音中に音量をコントロールしたい場合は、原則としてエクスプレッ

ションを使用する。（音源によってはモジュレーションホイールを使うことも。）
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エクスプレッションの効果

ノート

エクスプレッション
（MIDI CC11）

音量の推移
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エクスプレッションの効果

エクスプレッションはトラックの音量をコントロールすることでフレーズの抑揚を表

現するもの。MIDIボリュームと混同しがちだが、それぞれ以下の役割で使用する。

l MIDIボリューム（MIDI CC#7） = 各トラックのフェーダーバランスを調整するもの

l エクスプレッション（MIDI CC#11） = トラック内の抑揚をコントロールするもの
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クレッシェンドとデクレッシェンド

演奏上の抑揚といえば、最もポピュラーなのが「クレッシェンド」と「デクレッシェン

ド」。

エクスプレッションはまさに、この「クレッシェンド」と「デクレッシェンド」の流れをコ

ントロールするためのパラメータと言っても過言ではない。

ただし、ここでいう「クレッシェンド」「デクレッシェンド」とは、楽譜上に記載されるよ

うな大きな音量の変化だけではなく、フレージングに伴う細かな音量の増減のこと

もさしている。

したがって、エクスプレッションを入力する際には、楽譜だけでなく実際の演奏の

様子をイメージしながら調整していく必要がある。
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ボウイングに伴うクレッシェンド、デクレッシェンド

擦弦楽器の演奏における弓の使い方のことを「ボウイング」という。

一般的に、上げ弓（弓を下から上へ動かす奏法）の場合はクレッシェンド、下げ弓

（弓を上から下へ動かす奏法）の場合はデクレッシェンドの傾向がある。

l 上げ弓＝ クレッシェンド傾向

l 下げ弓＝ デクレッシェンド傾向

基本的に、アウフタクト（弱拍から始まるフレーズ）の場合は上げ弓から始まり、強

拍から始まるフレーズの場合は下げ弓から演奏を始めるのが一般的。
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クレッシェンドとデクレッシェンド

② デクレッシェンド① クレッシェンド

楽譜に記載されたクレッシェンドはもちろん、
フレージングにともなう細かな音量の増加も
コントロールしよう。特にアウフタクトで始ま
るフレーズの時は上げ弓になるので、緩や
かなクレッシェンドで始まる。

クレッシェンド同様、フレージングにともなう
細かな音量の減衰もコントロールすること。
強起（すなわち各小節１拍目から始まるフ
レーズ）の時は下げ弓になるので、次第に
音量が減衰すると考えて良い。
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エクスプレッション取り扱い時の注意点

①音量のピークは見た目より遅れてやってくる

②不連続なエクスプレッションを避ける

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO



注意点①：音量のピークは見た目より遅れてやってくる

① 何も気にせず書いたクレッシェンド

実際に書いたエクスプレッションと、聴
感上の音量には若干タイミングのズレ
が生じる。

特にクレッシェンド時は顕著なので、
注意が必要。

ここをピークにしたつもりが…

実際にはここがピークに聞こえる！

② 聴感上のズレを考慮したクレッシェンド

実際に聴感上ピークを感じさせたい部
分より、若干手前にエクスプレッション
のピークを作ってやると、丁度意図し
たところで最大音量に達しているよう
に聞こえる。

ちょっと手前にピークを持ってくると

意図したところに丁度

聴感上のピークがくる！！
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注意点①：音量のピークは見た目より遅れてやってくる
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注意点②：不連続なエクスプレッションを避ける
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不自然な音量の変化。
（前のノートの余韻が急に大きくなる。）

【１トラックで打ち込んだ場合】

急激な音量変化が起こらないので、
余韻に影響が出ることは無い。

こちらは予め最大音量で準備してあるため、
当然急激な音量変化も起こらない。

【２トラックに分割すると・・・？】



注意点②：不連続なエクスプレッションを避ける
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ストリングスの
エクスプレッションの書き方
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基本的なエクスプレッションの書き方の手順

① １つのフレーズに対し、１つの大きな山をかく

② フレーズのアウフタクト部分で山を細かく分割する

1. アウフタクトで始まるフレーズを探す
2. アウフタクトの始点から次の強拍へ向かってクレッシェンドを入力
3. 強拍から次のアウフタクトの始点までデクレッシェンドを入力
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① １つのフレーズに対し、１つの大きな山をかく

手順① １フレーズを一塊ととらえて、一つの大きな山を描く
（４小節で１つのフレーズと捉えると概ね間違いない）

全体で１つの大きな山
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① １つのフレーズに対し、１つの大きな山をかく
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② フレーズのアウフタクト部分で山を細かく分割する

手順② 全体の大まかな山の形は保ちつつ、より細かい山を作って行く

（このとき、ボウイング（運弓）を意識すること。）

大まかな形は保ったまま、複数の山に分割
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② フレーズのアウフタクト部分で山を細かく分割する
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エクスプレッションカーブの形状によるサウンドの違い
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エクスプレッションカーブの形状によるサウンドの違い
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